
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

概 要 

 発熱センター 

 

 

発熱外来 

 

 

設置者 板橋区 医療機関 

設置場所 

区健康福祉センター（５箇

所）、区立小学校（５３校

中２５校）に設置 

 

（板橋区医師会と協議） 

板橋区管内から医

療機関を選定 

（一般患者とは別

に診療を 行 う体

制・施設を確保） 

設置数 

発熱センターと発熱外来を合わせて、患者が徒

歩・自転車の利用などで受診できるよう、施設

数を確保 

スタッフ 

板橋区医師会の協力やボ

ランティアの協力を得て

確保 

当該医療機関のス

タッフ 

 

設置時期 

区内患者発生前期から準

備、トリアージを開始 

 

区内流行期（前期）

から準備、診療等

を開始 

 

行政備蓄分抗インフルエンザ薬(タミフル)の供給

○ 都内で新型インフルエンザ患者が発生した場合、市中流通分タ

ミフルの供給状況をふまえて、都は行政備蓄分抗インフルエンザ

薬（タミフル）の供給を開始する。おおむね、都内流行前期ごろ

から供給を開始する見込み。 
○ 行政備蓄分は、発熱センター、発熱外来を設置する医療機関、

指定入院医療機関に優先的に供給する。 
○ 抗インフルエンザ薬（タミフル）の納入方法は今後 
詳細に検討するが、現時点では通常の医薬品と同様に、 
卸業者が納入することを想定している。 

区内流行期（後期）～大規模流行期 封じ込め対策

解除 

抗インフルエンザ薬（タミ 

フル）の予防内服は中止

重傷者

新型インフルエンザ

様症状を有する者 
 

受診 
 

疑いなし

  
発熱センター・

発熱外来 

入院治療 

 

臨床確定 
重症度によるトリアージ

・一般患者として診療

・一般医療機関紹介 軽症者 

抗インフルエンザ薬（タミフル）

を処方し、自宅療養を指示  経過観察 

区内流行期（前期）国内発生期 

封じ込め対策実施

新型インフルエンザ様症状を有する者 

発熱センター（陰圧テント） 
感染拡大に応じてトリアージ開始 

保健所 
・電話による相談、トリアージ

・接触者の調査及び健康管理 

・外来協力医療機関の受入調整

・発熱センターの紹介 

・入院勧告等 

一般医療機関 
・国内発生期と同様 
・発熱外来の準備 

一般医療機関 
症状を有する者が 

受診した場合は、 

保健所へ連絡 

感染症外来協力医療機関（確定するまで経過観察）

確定例 確定例

感染症指定医療機関(勧告入院)

電話等による連絡・相談 

有症状者の動き 

保健所 
発熱センター準備

発熱センター・発熱外来の役割
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